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行革大綱素案への意見募集

■
な
ぜ
行
財
政
改
革
が
必
要
か 

　
地
方
の
財
政
状
況
を
取
り
巻
く
環
境
も
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
財
源
の
減
額
、

地
域
経
済
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
で
、

税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
一
方
で
、
介
護
・
医
療
や
社
会
保
障
な
ど
行
政
に

求
め
る
ニ
ー
ズ
は
高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
的
資
源
や
財
源
が
限
ら
れ
て
く
る
中
で
、

今
ま
で
の
よ
う
な
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
、
行
政

頼
み
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
そ
の
対
応
に
限
界
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
市

の
問
題
や
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
行
財
政
改
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
今
ま
で
の
取
り
組
み
は 

　
市
で
は
合
併
後
、
平
成
17
年
に
「
北
秋
田
市
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

国
の
指
針
に
よ
る
も
の
で
、
行
政
改
革
を
集
中
的
に

実
施
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
再
編
・
整
備
、
民
間

委
託
の
推
進
、
職
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化
、
経
費

節
減
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
職
員
の
削
減
や
今
年
４
月
の
機
構
改
革
な
ど
も

こ
の
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
平
成
17
年
と
現
在
で
は
市
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変
化
し
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
だ

け
で
は
不
十
分
な
た
め
、
さ
ら
に
広
範
囲
で
総
合
的

な
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
市
民
目
線
で
計
画
を
策
定
　 

　
北
秋
田
市
で
は
昨
年
４
月
、
行
財
政
改
革
室
を
設

置
、
大
綱
策
定
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
市
民
委
員

10
人
で
構
成
す
る
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会（
加
藤
茂

行
委
員
長
）を
立
ち
上
げ
、
８
回
に
わ
た
る
協
議
を
経

て
「
北
秋
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
（
委
員
会
案
）
」
を

策
定
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
こ
の
委
員
会
案
を
、
市
の
内
部
組
織
で
あ

る
行
財
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
＝
津
谷
市
長
）
が

検
討
し
、
成
案
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
過
程
で
も
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
求
め
る
た
め
、

北
秋
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
素
案
に
対
し
て
の
意
見

募
集
を
行
い
ま
す
。 

   

■
行
財
政
改
革
の
目
標
は 

　
次
の
３
つ
を
大
き
な
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

 

○
市
民
と
行
政
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

　
市
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、ま
ち

づ
く
り
の
主
体
は
行
政
で
は
な
く
市
民
で
あ
る
こ
と

に
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、お
互
い
が
補
完
し
合
い
な

が
ら
、よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

○
職
員
の
行
財
政
改
革
へ
の
意
識
改
革 

　
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、

市
民
に
対
す
る
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。 

 

○
行
政
コ
ス
ト
の
徹
底
的
な
削
減
と
収
入
の
確
保 

　
行
政
運
営
に
係
る
ム
ダ
な
経
費
の
徹
底
的
な
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
民
間
活
力
の
導
入
も

図
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
収
入
の
確
保
策
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

■
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
期
間
は
？ 

　
北
秋
田
市
の
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
期
間
は

平
成
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
意
見
公
募
に
つ
い
て 

　
公
募
い
た
だ
い
た
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

は
行
革
本
部
で
検
討
し
、
成
案
の
内
容
に
反
映
さ
せ

る
ほ
か
、
広
報
等
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

　
北
秋
田
市
で
は
、
財
政
の
効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
５
カ
年
計
画
﹁
行
財
政
改
革
大
綱
﹂
を
策
定
し
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
大
綱
素
案

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
内
容
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
素

案
の
概
要
︵
考
え
方
＝
６
・
７
頁
、
実
施
計
画
＝
８
・
９
頁
に
掲
載
︶
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆行財政改革の考え方（６・７ページ）と

　実施計画（８・９ページ）の概要をご覧の上、

　ご意見をお寄せください◆

　６～９ページに掲載した北秋田市行財政改革大

綱素案の概要をご覧いただき、下記にしたがって

ご意見をお寄せください。素案の全文は市ホーム

ページに掲載しているほか、下記指定場所でご覧

になれます。 

 

■募集期間　平成21年７月１日（水）～21日（火） 

■閲覧場所　市役所総合政策課（市役所２階）、合川・

森吉・阿仁各総合窓口センター、市ホームページ

（http://www.city.kitaakita.akita.jp/main/gyoka

ku/iken/top.html) 

■対象者　市民 

■提出方法 

　記入様式は自由ですが、住所、氏名、電話番号

を必ず記入し、市役所総合政策課行財政改革室へ

郵便（手紙、はがき）、ファックス、電子メール又

は持参により提出してください。（団体の場合は名称、

代表者氏名、事業所所在地も記入してください） 

■提出意見について 

　提出していただい意見等は、大綱策定の資料と

するほか、市広報、ホームページ等で紹介します。

（氏名等は公表しません） 

■提出先 

〈郵便・ＦＡＸ〉 

　〒０１８―３３９２　北秋田市花園町19-１ 

　北秋田市役所総務部総合政策課 

　行財政改革室（＝問合せ先） 

　　６２-６６３２　　６３-２５８６ 

〈電子メールアドレス〉 

　ホームページ上の指定フォームをご利用下さい。 

〈持参場所〉 

　▽市役所行財政改革室 

　▽各地区総合窓口センター 

意見の提出方法

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革

大

綱

素

案

大

綱

素

案

行
財
政
改
革

大

綱

素

案

策定の

目　的
３つの

目　標


